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授業を大切に！  

 新年度が始まって、およそ一か月がたちました。

先日は授業参観で平日にもかかわらず、たくさんの

方々に来校いただき、授業の様子を見ていただきま

した。どの学年・クラスも落ち着いた雰囲気の中で

授業が行われていました。以前の御薗中学校ホーム

ページでも紹介しましたが、３年生のワークスペー

スの壁には学年目標が３つ記されています。その最

初の目標が、「授業を真剣に取り組む学年」となって

います。１・２年生の目標にも共通して「授業を大切にする」

という目標が掲げられています。この「授業を大切にする」

という一見、当たり前のように思えることですが、意外と忘

れがちになっていることが多いように思われます。御薗中学

校に限らない話ですが、先生は少しでも「分かりやすい授業」

「みんなが興味を持てる授業」を目指して取り組んでいま

す。先生たちは、積み重ねた経験の中で、授業の内容も失敗

や改善を繰り返し、よりよい授業を作り上げていることでしょう。昨年度１１月頃に授業規律の見

直しということで、生徒指導担当の中東先生が授業の大切さを各学年に話してくれていました。授

業を大切にしない人が多かったからです。普段の授業を大切にしない人が、テストなどの結果だけ

を追い求めるのは間違っています。 

皆さんは毎日の授業をどのように受けているのか？その姿勢によって、大きく成果に違いが表れ

るはずです。予習をして授業に臨む人、家に帰って今日の授業の内容をおさらいする人、はたまた

何もしない人…それはさまざまであると思います。それぞれの学習方法や習慣があるでしょうから、

「〇〇すべきだ！」とまでは言いません。しかし、授業の５０分間は集中して、先生の話す内容を

すべて頭に入れる…ぐらいの意気込みで臨んでみてはどうでしょうか？もし、先生の話す内容がわ

からないのであれば、授業後にでも先生をつかまえて、質問すればよいのです。きっと時間の許す

限り、質問には答えてくれるはずです。学校では、５０分を１限として、毎日だいたい５～６限の

授業を行っています。ということは、毎日２５０～３００分、つまり４～５時間の学習を行ってい

ます。これをおろそかにしてはもったいないですよね。せっかくそれだけの時間を費やすのですか

ら、効果的な時間にしたいですね。そして授業というのは、学校生活でも最も大きな割合を占めて

います。つまり授業＝学校生活と言えるのです。各学年の目標にあった「授業を大切にする」とい

うことは、皆さんの学校生活を大切にする…という意味にもなると思います。 

 あと、家庭での学習の習慣を身につけていただきたいと思います。テスト前だけ家で勉強するの

ではなく、毎日（できれば決まった時間に）、学習に取り組むようになっていただきたいと思いま

す。昨年度の３年生に対する調査では、１日当たりの家庭学習（塾を含む）の時間が２時間以上と
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いう人の割合が３６.１％あり、三重県や全国の平均を大きく上回っていました。毎日のコツコツ

と積み重ねる努力を大切にしてください。地道な努力を続けることは簡単なことではありません。

たくさんの学習に取り組もうとする人に、さまざまな誘惑があるからです。宇宙兄弟という漫画の

中に、努力に対する素敵な言葉がありました。「俺の敵はだいたい俺です」深い言葉ですね。 

 

今年度一回目のあいさつ運動 

 昨日、御薗まちづくり協議会と生徒会による今年度１回

目の「あいさつ運動」が行われました。毎朝のあいさつに

ついては、これまで何度も触れてきたように、積極的にあ

いさつをしてくれる生徒が昨年度に比べて増えてきてい

ます。毎朝の昇降口において、目を合わせていないけど背

後から、「おはようございます」と声をかけてくれること

が多くなったのです。また私が声をかける前からあいさつ

してくれる生徒も多くなりました。一日の始まりの朝から

元気のよいあいさつの声を聞くことができるのは本当に

すがすがしい気持ちになります。あいさつやお礼の言葉が

自然と出せることは素敵なことです。学校内だけでなく、

登下校時に地域の人たちに対しても自然にあいさつがで

きる生徒であってほしいと思っています。 

 

生物育成～御薗は大根の名産地でした！～ 

 現在、１年生の技術において生物育成として「大根の栽

培」に取り組んでいます。培養土１袋を用いて、大根を種

から栽培するものです。袋での栽培ですから、移動もしや

すく、自分の大根として世話もしやすくなっています。も

ともと伊勢神宮の御薗であったこの地では、古くから大根

の栽培が盛んに行われていました。やがてその大根を利用

して、「伊勢たくあん」として御薗の特産品として売り出さ

れるようになりました。ぜひ、そのような歴史ある御薗大

根を育てていただきたいものです。 

 

保護者のみなさまへ 

 平素は、御薗中学校にご支援とご協力を賜り、誠に有難うございます。 

 今年度も、御薗中学校ＨＰを通じて、ご家庭に必要な情報を手軽にお届けできるよう目指してい

ます。トピックスは可能な限り随時更新し、学校の様子をお知らせしていきますので、もしよろし

ければ閲覧していただければと思います。  


